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　今回は、Emma　DAVISON（エマ　デイビソン）さんとEva　TOTH（イバ　トース）さんを紹介します。お二人は、英語指導

助手（A　L　T）として、昨年の夏からそれぞれ、主に松代高校と松代中学校で生徒に英語を教えています。

　手にするのは、干年の川端商店が地元の加工用青刈り稲を素材に製作している飾りしめ縄です。イバさんはカナダ、デイビソ

ンさんはイギリス出身。正月は、それぞれの国へ帰って正月を過ごしました。もちろん、このしめ縄は、お二人の家の玄関を飾

りました。「今年もよろしくお願いします、
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治達関谷松代町長
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
．

皆
様
に
は
輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
．

　
昨
年
は
、
わ
た
し
た
ち
の
国
も
停
滞
し
続
け
る

経
済
、
そ
し
て
、
そ
れ
に
伴
い
雇
用
環
境
が
厳
し

さ
を
増
し
た
一
年
で
し
た
。
ア
メ
リ
カ
で
の
テ
ロ

事
件
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
2
1
世
紀
は
、
わ
た

し
た
ち
一
般
の
住
民
に
も
心
に
閉
塞
感
を
感
じ
さ

せ
る
幕
開
け
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

暗
い
話
題
ば
か
り
の
中
に
あ
っ
て
、
新
潟
県
と
も

ゆ
か
り
の
深
い
皇
室
の
内
親
王
誕
生
の
ニ
ュ
ー
ス

は
、
ほ
ほ
え
ま
し
い
話
題
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
う
し
た
中
、
新
し
い
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

た
こ
と
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
．

　
さ
て
、
わ
た
し
た
ち
の
町
は
、
過
疎
、
そ
し
て

高
齢
化
と
と
も
に
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
ん
な
中
に
あ
っ
て
当
地
域
の
よ
さ
、

そ
し
て
、
自
然
へ
の
回
帰
が
重
要
視
さ
れ
て
い
ま

す
．　
平
成
十
年
度
か
ら
東
頸
城
郡
六
町
村
で
取
り
組

ん
で
き
た
「
越
後
田
舎
体
験
」
は
、
過
疎
地
域
自

立
活
性
化
優
良
事
例
表
彰
で
総
務
大
臣
賞
を
い
た

だ
き
ま
し
た
．
行
政
、
民
間
施
設
、
地
域
住
民
が

一
体
と
な
っ
て
、
あ
り
の
ま
ま
の
地
域
資
源
を
活

用
し
た
自
然
田
舎
体
験
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
．

　
ま
た
、
芸
術
と
自
然
を
調
和
さ
せ
た
中
で
地
域

づ
く
り
を
進
め
て
き
た
十
日
町
広
域
圏
六
市
町
村

の
里
創
プ
ラ
ン
事
業
「
大
地
の
芸
術
祭
」
も
ふ
る

さ
と
イ
ベ
ン
ト
大
賞
（
総
務
大
臣
表
彰
）
を
受
賞

し
ま
し
た
．
い
ず
れ
も
、
一
般
住
民
が
積
極
的
に

参
加
し
、
協
働
の
な
か
で
工
夫
し
な
が
ら
行
わ
な

け
れ
ば
、
永
く
続
け
る
こ
と
は
不
可
能
で
す
．
今

後
、
地
域
の
魅
力
づ
く
り
を
す
す
め
な
が
ら
、
世

田
谷
区
を
は
じ
め
、
八
王
子
市
、
東
京
松
代
会
、

そ
し
て
早
稲
田
大
学
と
の
交
流
が
深
ま
る
こ
と
で
、

一
層
、
お
互
い
が
地
域
の
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る

よ
う
に
な
る
こ
と
に
期
待
い
た
し
た
い
と
思
い
ま

す
．　
ま
た
、
こ
う
し
た
活
動
を
ス
テ
ッ
プ
に
し
て
、

ほ
く
ほ
く
線
の
有
効
利
用
、
さ
ら
に
は
上
越
魚
沼

振
興
快
速
道
路
の
整
備
が
す
す
み
、
都
会
の
皆
さ

ん
と
地
域
の
住
民
が
喜
び
や
感
動
を
共
有
で
き
る

ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
す
す
め
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
す
．

　
内
閣
は
、
構
造
改
革
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

こ
の
議
論
は
、
や
や
も
す
る
と
中
央
に
お
け
る
「
地

方
切
り
捨
て
」
の
論
調
に
な
っ
て
し
ま
う
の
は
ま

こ
と
に
残
念
で
す
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
状
況
で

は
、
わ
た
し
た
ち
の
町
で
も
、
お
金
の
か
か
ら
な

い
、
効
率
的
な
行
政
の
仕
組
み
づ
く
り
へ
の
努
力

が
必
要
で
す
．
ま
た
、
そ
の
中
で
、
市
町
村
合
併

や
広
域
行
政
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
で
、
見
え
て

く
る
も
の
の
利
点
と
問
題
点
を
整
理
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
．
そ
し
て
、
今
後
も
近
隣
の
市
町

村
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
魅
力
あ
る
地
域
社
会

を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
．

　
ど
う
か
、
今
年
も
よ
り
一
層
の
ご
指
導
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
致
し

ま
す
．
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します1いよいよ

今回からコンビニにあるランナーズ大会

エントリーサービスでも受け付けています
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　●開幕大行進

　○開幕式
　○出糠蕎変根撲
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rのっとれ！松代城3とは、’

城下町から山頂の越後松代絨まで

延長約勤mの、雪上に障筈物があり、
これを乗り越え越後松代城に一番
乗りを競う雪中鉄人レースの事也．
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濠だまだ続く長西い遵の吟

鍵
灘
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』

　
　
』
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ー

灘
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磁獲の鎚後鍛韓壌濠でもう拶し　ゴールだ1懲て嬢泣は？

●出場資格：出身国を問わず元服年齢（高校生）以上　r一一一一一一一一一一一一一キリトリー一一一一一一一一一一一一一一

　　　　　の身体屈強な男女

●参加料：3，000円

●参加申込：〒942｝1592

　　　　　新潟県東頸城郡松代町大字松代3252－1

　　　　　松代町役場内　越後松代幕府本陣

　　　　　TELO2559（7）2220／FAXO2559（7）2526

●申込方法：参加申込書に必要事項をご記入の上、右

　　　　　記へお申し込みいただくか、右ホームペー

　　　　　ジのランネット大会エントリーぺ一ジか

　　　　　らお申し込み下さい。

　　　　　その他、24時間全国のコンビニエンスス

　　　　　トアからランナーズ大会エントリーサー

　　　　　ビス、C－RUNTESからもお申し込みいただ

　　　　　けます。

郵便番号
〒　　　一

性別 男・女
郵便番号は必ずご記入下さい。

連絡先
住　　所 盈　　　（ ）

フリガナ 年齢

氏　　名 歳

宛先　〒942－1592新潟県東頸城郡松代町大字松代3252－1

松代町役場内　越後松代幕府本陣

TELO2559（7）2220／FAXO2559（7）2526

■圖■8http＝／／www．d4．dion．nejp／～matudai

申込書を受付しだい、参加振込用紙をお送り致します。

主催／越後松代幕府（越後まつだい冬の陣実行委員会）
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食いだおれ横丁　　　　　　　雪上みこし活き生き合戦

花火

問い合わせは農林課

かまくら

　　　

螺．、、
　灘　　　謝鑛灘難

　　　　沈灘　難　　
罰　・

”　　　縦

懸難劔　　　　　　ぎ　　　才．雛

麺綴

　　　　　あド響薩鱒、嚢雌

5

鰯

　　　　　問い合わせは企画振興課

し崇墜そ籔1目撲駆．、

も　問い合わせは企画振興課

問い合わせは生涯学習課

雪の灯りの

　　コラボレーションを

　　　　　お楽しみください



松代町髄鯉月がら

加聯、卿零す

もの

首
餉

はじまっています一

　
当
町
は
、
ご
み
を
十
日
町
地
域
衛
生
施
設
組
合

で
4
月
か
ら
処
理
を
す
る
こ
と
を
本
誌
1
1
月
号
で

お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。
で
は
、
ど
の
よ
う
な
分
類

を
し
て
収
集
し
て
い
る
の
か
、
今
回
か
ら
3
回
シ

リ
ー
ズ
で
お
伝
え
し
ま
す
。

饗難鞭．簿
霧　
　
羅

　
臨　
　
欝
攣
曳

　
！
鞍
蟻
轟
欝
鞠
・

　
　
　
　
　
脚

　
　
　
謬

　
　
鞠
、
　
　
　
㎜

　、電，

・礁

、
懇
躍
饗

ごみ・資源物の収集状況（13年4月～10月までの累計）

晶　目 量（t） 前年対比（t〉 率（％）

燃やすごみ 8，335 △458 △5．2

埋立てごみ 2，178 △657 △23．2

資
源
物

紙　　　　　類 1，247 371 42．4

鉄・アルミ 334 77 30．0

ペツトボトル 59 11 22．9

トレー・カップ麺 18 7 63．6

4月から始めた資源物の収集状況

品　　目 量（t） 晶　目 量（の

プラスチック類 93 茶色のびん 110

無色のびん 87 その他のびん 44

一
』
み
の
目
里
は
　：

　＝

　＝

　
十
日
町
地
域
衛
生
施
設
組
合

の
ご
み
の
収
集
状
況
は
、
表
の

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
住
民
課
環
境
係
で
は
「
買
い

物
袋
の
ご
み
を
出
さ
な
い
よ
う

に
エ
コ
バ
ッ
グ
の
配
布
を
3
月

に
行
う
予
定
で
す
。
ご
み
の
処

理
に
は
お
金
が
か
か
っ
て
い
る

こ
と
を
考
え
て
も
ら
い
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
ご
み
の
減
量
に
は
、
ご
み
を
出

さ
な
い
生
活
ス
タ
イ
ル
と
資
源

物
の
リ
サ
イ
ク
ル
が
大
切
で
す
。

ご
み
に
は
三
種
類
…
…

　
ご
み
に
は
、
三
種
類
あ
り
ま

す
。
一
つ
は
、
焼
却
す
る
も
の

で
、
「
燃
や
す
ご
み
」
と
し
て
収

集
を
し
ま
す
．
次
に
、
処
分
場

な
ど
で
処
理
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
も
の
と
し
て
「
埋
立
て
ご

み
」
が
あ
り
ま
す
。
三
つ
目
は
、

リ
サ
イ
ク
ル
を
し
て
再
利
用
や

再
使
用
で
き
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
が
「
資
源
物
」
と
し

て
回
収
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
十
日
町
地
域
衛
生
施
設
組
合

で
は
、
表
の
よ
う
な
分
類
を
行
っ

て
い
ま
す
．

ご
み
を
原
料
に
し
た
製
品
づ
く
り
に
取
り
組
む
…
…

妙トボトル8本で作った

作業服

　
川
西
町
に
あ
る
エ
コ
リ
バ
ー

ス
で
は
、
十
日
町
市
や
川
西
町

な
ど
の
資
源
ご
み
を
利
用
し
、

製
品
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
事

業
を
す
す
め
て
い
る
の
は
、
井

上
恒
夫
さ
ん
（
十
日
町
市
在
住
）

で
、
収
集
し
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

類
を
分
別
す
る
独
自
の
シ
ス
テ

ム
で
製
品
化
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
繊
維
に
し

て
、
ワ
イ
シ
ヤ
ツ
や
安
全
帽
、

そ
し
て
、
軍
手
な
ど
を
手
が
け

て
い
ま
す
．
「
作
業
着
は
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
8
本
で
つ
く
る
こ
と
が

で
き
る
」
と
井
上
さ
ん
は
話
し

て
い
ま
し
た
。

　
当
町
も
、
こ
の
4
月
か
ら
こ

の
回
収
の
仲
間
入
り
を
し
ま
す
。
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一ごみの話

ごみにも花道があるならば、それは…

一ゴミを原料にした製品づくりが

まずごみは「きちんと」分けて、毎年の収集カレンダーで決められた日の朝8時30分までに出そう！

区　分 収集回数 主　な　種　類 指　定　袋 出　　し　　方

生ごみ　衣類　紙おむつ　ビニール ○生ごみは水切りを十分にしてください。

燃やすごみ 週2回
袋　漂白剤容器　ラップ　木の枝

革製品　歯ブラシ　生花　ゴム製品

燃やすごみ用家

庭用指定袋

○勇定木は束ねて、「大」の指定袋で海苔巻

　き状態にし、必ず指定袋に町内名・氏名

発泡スチロール製の魚箱など を記入して出してください。

食器類板ガラス　傘　スキー　タ ○ガラスや陶器の破片等危険なものは、ビ

埋立てごみ

月1回

キ障ン　蛍光灯（1．5搬以内〉　カセッ

ト　CD　おもちや類灯油ポリタ
ンク　炊飯器　掃除機　扇風機　ラ

埋立てごみ用家

庭用指定袋

　二一ル袋に入れた上で指定袋に入れてく
　ださい。

○スキーやスノーボード等の長いものは、
（同一 ジオなど 指定袋の口元をよく結んでください。

薗　一　嘩　一　廓　嚇　層　層　一　－　一　　一　一　一　一　一　働　尊　顛　噂　印　層　一　　一　一　冒　一　一　一　一　一　薗　　－　一　響　層　一　－　層　一　一　一　一　一　　一　薗　幽　顧　曙　層　一　一　一　　一　－　一　　一　一　一　傭　嘗　噂　層　寵

収集日〉 電池（ボタン電池を含む） 指定袋なし（中 ○はっきりと中身が電池・水銀入り体温計・

電 池　類
水銀入り体温計

水銀入り血圧計

が見えるビニー

ル袋に入れてく

水銀入り血圧計とわかるようなビニール
袋に入れてください。

ださい〉

①新聞紙　②段ボール　③牛乳・ ○種類ごとにたたんで十文字に結んでくだ

紙　　類 月1回

ジュースパック　→A群
④チラシ　⑤雑誌・その他の紙類

⑥紙箱　⇒B群

指定袋なし（種

類別に十文字に
結んでください）

　さい。

○牛乳・ジュースパックは水で中を洗い、

　切り開いて結んでください．

OA群、B群に分け雨や雪に濡れないよう
にしてください。

ペット

　ボトル

飲料用・酒類用・醤油用ペットボト

ル（※マーク1のついたペットボト

○きれいに洗ってください。

○ペットボトルはキャップ・ラベルをはず

資

白色

　トレー

カップ麺

　容器

月2回

ル）

白色の発泡スチロ」ル製食品用トレー

（※納豆トレーは燃えるごみ）

発泡スチロール製カップ麺容器

指定袋なし（収

集カゴに入れて
ください）

　してください。

○マーク1のペットボトルのみです。

○カップ麺容器の上フタは、はずしてくだ
　さい。

○魚箱や家電製品等の梱包材の発泡スチロー

　ルは、燃やすごみへ出してください。

色・柄のついた食品用トレー　納豆 ○きれいに洗ってください．

源

プラス

チック類 月2回

トレー　卵ケース　菓子類の仕切り

果物の透明ケース　シャンプーなど

の洗剤容器（漂白剤容器・ポンプは

除く）　ハンガー　ポリバケツ　定

指定袋なし（収

集カゴに入れて
ください）

○ふた、ラベル、値段シールは取ってくだ

　さい．糊付けなどで取れないものはその

　まま出してください。

○ペットボトルはマーク1以外のものです．
物 規　箸箱など

飲食用びん ○きれいに洗ってください。

調味料用びん 指定袋なし（3 ○ふた、ラベル、値段シールは取ってくだ
ガラス

　　びん 月1回
ワンカップ

くすりびん

色に分けて収集

カゴに入れてく

さい。糊付けなどで取れないものはその

まま出してください。

アルコール飲料用びん ださい） ○曇りガラスや模様のあるびんは、その他

の色のカゴに出してください。

鉄・

アルミ類 月2回

トースター　芯上下式ストーブ　ファ

ンヒーター　ガスコンロ　なべ類

フライパン　スチール家具　スノー

ダンプ　スプレー缶　空き缶　自転

車　三輪車

指定袋なし（収

集カゴに入らな

いものはそばに

置いてください）

○大きい缶はつぶしてください。

○ストーブ・ヒーター類の乾電池、灯油は

　必ず取り除いてください。

○スプレー缶は中身を空にし、釘などで穴

　を開けてください。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　旨
　　　　　　　　　紙類（月1回収集）　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　旨
　　　　合言葉は“種類ごとに分けましょう！！”　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⊇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　肇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　旨
　　　　2．段ボール　3．牛乳・ジュースパック　　　　　　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミチラシ　2．雑誌・その他の用紙類（包装紙・封筒など）　　　　　　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　旨
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　§　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ　　　　　　　（A群）　　　　　　　　　　　　　（B群）　　　　　　　　　　　　　i
　1．新聞紙　　　2．段ボール　　　　　1．チラシ　2．雑誌・　　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その他の用紙類　　　　　　　　　1
　　藝諺　 醗羅…・　　、　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　黛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　．…　　一　・　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　陰

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雪　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　§　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　§　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雪　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　3．牛乳・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3．紙箱　　　　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
　　　　ジュースパヅク　　　　6顯　　　i
　　　　盆…㌧．．＿　　　　　　　　　　・・鰐嬬　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　　　　s　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雪　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　§　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雪　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　§　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！

i
ミ

…
i　〈収集品目〉
旨
i　　A郡　1．新聞紙
旨
：　　B郡　1．
ヨ

i　　　　　3．紙箱（菓子箱・ティッシュボックスなど）
ヨ

i　〈出し方〉
ヨ

i　　・各番号ごとにたたんで、ひもで結んでください。
ヨ

i　　・ティッシュボックス、封筒などについているビニール類は、はずしてください．→ビニール類は「燃
ヨ

1　　やすごみ」
：

1　　※必ずたたんで、ひもで結んで出してください．
：

1　お願い
ミ

i　　　ごみステーションでは下図のようにA群とB群に分けて出してください．（A群とB群を収集する車
ヨ

i　　が違いますのでご協力ください．）
i！
！
§
！
！
雪
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
ミ

…
1　紙類として出してはいけないもの
ヨ

i　　・薬品、食品などが付着したもの（農薬の箱、ケーキの箱、粉末洗剤の箱）や匂いのついているもの
ヨ

i　　　（線香の箱や石鹸の箱）→「燃やすごみ」
ミ

i　　・紙以外の材料（プラスチッ久布、金箔、銀箔など）と合わせて作られている箱類や包装紙→「燃
ヨ

i　　やすごみ」
ヨ

i　　・感熱紙（ワープロ用・ファックス用）→「燃やすごみ」
ヨ

i　　・表面にろうが塗られているもの（宅配便の包装紙など）→「燃やすごみ」
！
！

1

・馨 鎖

　甲　’

、、　z

勘
、

クリーン

ステーション

ステーション内では
（A群）と （B群）に
分けてください。

A B
群 群
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一ごみの話

一歩すすめて…

－

目
▼　　田 田

協
≡

▲ 闘
一

ペツトボトル・白色トレー・カツプ麺容器（月2回収集）

：　　　　　　　　合言葉は”きれいに洗ってリサイクル！！”
！
ミ
ヨ

1　〈収集品目〉

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈
…ペツトボトル　　　　　　　ひ
i　・飲料、酒、醤油用のみ　　　　　　　　　　　　　　旧　左記のマークがついているもの

i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「1」以外のペットボトルは「プラスチック類」
ヨ

i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の日に
旨

i　白色トレー
i
l　・発泡スチロール製のみ
i　．白色のもののみ　　　　　　　　　　　　　　　色・柄付きのトレーは「プラスチック類」の日に
ミ

i　・納豆トレーは除く
旨
ミ
ミ

：　カップ麺容器
ミ

i　・発泡スチロール製のみ　　　　　　　　　　　　　紙製の容器は「燃やすごみ」の日に

iミ
ヒ

i　注）魚・果物などの保冷箱や家電品購入時の発泡スチロールは砕いて、r燃やすごみ」の目に出してくだ
じ

i　　さい。
旨
i　〈出し方〉
ヨ

i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きれいに洗ってください
！
！
！
§
⊇
！
聖
！

！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《気
ミ
ロ

i　　　　　　　　　磁ミ・．就）　　　　　　　、や

i　　　　ノ　　　　　　　　　　　／！

i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　瓠』：’警葺罐

i
i
ミ

i　※キャップは「プラスチック類」の目に　※魚・果物などの保冷箱や家電品購入時の発泡　※上ふたはr燃やすごみ」
ロ

i　　ラベルは「燃やすごみ」の日に　　　　　スチロールは砕いて「燃やすごみ」の日に　　　の日に
己

i

9
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ー
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蟻税金は未来のための貯金箱”
　　一東頸城郡租税教育推進協議会最優秀賞一

松代中学1年　鈴木　寛也君の作品
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＼
鉱、　
　
　
　
　
　
・
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新
～

臨

申
告
書
が
新
U
＜

　
　
　
　
な
り
ま
頓
た
野
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
『

嘆
．
、
達
煮
イ
編
囎
醐
！

斯欝税の申告欝が新しくな》ました．

申皆と納税纏、顯銀内鵜。

　　　梗灘な擬磐繭硫をご種剛ください。
詳しく纏簸欝鱗の毯務編、鋭鋳雄談叢でおたぜねくたさいψ

語
＼

　
　
●

箋
覧

薦α灘　　こ鰍緬嫌轍脚燃’巻
　　　③税務歎暴鷺難騨
　　　　　鹸講肱摩舜ト協
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　　　　野、　　践
　　　劉轡穫
　　営ダ　　 穫∫

　峯ダ　　　蓼
劉

蕊
鰐

　
　
　
む

●
）
『

　
平
成
1
4
年
1
月
か
ら
、
所
得
税
の
確
定
申
告
書
の
用

紙
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
。
確
定
申
告
書
、
青
色
決
算

書
及
び
収
支
内
訳
書
が
、
新
し
い
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処
理

に
対
応
し
た
様
式
に
変
わ
り
ま
し
た
。

自
分
で
正
し
く
作
成

確
定
申
告
の
提
出
書
類
は
、
申

告
納
税
制
度
の
趣
旨
か
ら
、
確

定
申
告
を
す
る
本
人
か
ら
正
し

く
作
成
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
．
申
告
会
場
で

は
、
確
定
申
告
を
す
る
本
人
か

ら
確
定
申
告
書
が
作
成
で
き
る

よ
う
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま

す
の
で
、
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
．

　
で
　
　
　
ズ
だ
へ

、
い
晃

確
定
申
告
書
の

　
　
提
出
は
お
早
め
に

　
確
定
申
告
書
の
作
成
で
相
談

に
税
務
署
ま
で
お
い
で
に
な
る

場
合
は
2
月
1
8
日
側
～
2
月
2
8

日
㈲
の
申
告
期
間
前
半
に
お
い

で
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
年
末
調
整
を
し
た
給

与
所
得
者
等
の
還
付
申
告
は
、

1
月
か
ら
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
ご
自
分
で
正
し
く
作

成
し
、
郵
送
な
ど
で
、
早
め
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

納
税
は
期
限
内
に
、

　
　
　
振
替
が
便
利
で
す

　
所
得
税
の
納
期
限
は
3
月
1
5

日
團
で
す
．
振
替
納
税
を
利
用

さ
れ
る
と
手
数
が
は
ぶ
け
て
便

利
で
す
．

　
ま
た
、
振
替
納
税
を
利
用
し

て
い
る
人
は
指
定
預
貯
金
口
座

の
残
高
を
確
認
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。

大｛

翻

　
以
上
、
不
明
な
点
は
、
高
田

税
務
署
個
人
課
税
部
門
（
皿
0

2
5
5
1
2
3
－
4
1
7
1
）

ま
で

お買物は町内で
　　　　しましょう。

みなさん、1％は地方消費税です！

地方消費税と消費税、あわせて5％です。

東頸城郡租税教育推進協議会長賞

3年小野島寛子さん
3年　長谷川真弓さん

3年　田辺　邦幸君

3年　井上　陽香さん

3年　室岡　直子さん

作文の部

最優秀賞

優秀賞

奨励賞

奨励賞

奨励賞

1年鈴木寛也君
2年樋口慶太君
3年　島田　麻莉さん

1年柳　　夕紀さん

1年齋藤裕太君

標語の部

最優秀賞

優秀賞

奨励賞

奨励賞

奨励賞

10
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するタツクスアンサ
電話代が気になる人は、

　　　　　　　　　　　インターネットで利用できます。

アドレスhttp＝〃www．taxanser．nta．gojp

　
税
金
の
こ
と
で
疑
問
や
わ
か

り
に
く
い
こ
と
で
困
っ
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
は
、
税

金
に
関
す
る
相
談
に
、
コ
ン
ピ
ユ
ー

タ
が
自
動
的
に
お
答
え
す
る
電

話
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
日
曜
・
祝
日
も
含
め
、
2
4
時

間
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
．
税
の

項
目
ご
と
に
身
近
な
テ
ー
マ
別

に
6
6
0
ほ
ど
に
つ
い
て
お
答

え
し
て
い
ま
す
．

　
利
用
は
、
簡
単
で
す
。
最
寄

り
の
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
に
電

話
し
、
案
内
に
従
い
、
コ
ー
ド

．』

＝　3

●　●

あ
な
た
は
ご
存
じ
で
す
か
・
…
・
・

繊
φ
囲
、
灘

醗
．
鍵
嚢
’
　
譲
・

難
　
　
　
　
　
　
　
　
、

灘
　
・
ノ
嚢
、
　
　
　
暇
翫
撒
，

灘
．
．
　
　
襲
瀟
．

灘灘．

　
　
　
塾
蝋
＝
藷

灘
　
寝
中
F
翻
　
　

慧雛

霧
霧
・
襯
鐵
諦

鰯
蔦
’
　
奔
　
　
　
、
ξ
葭
”

欄
　
霧
鱗

電話番号

謙，騨

　鴬｝懸

製

問
い
合
わ
せ
　
役
場
出
納
税
務

室
ま
た
は
、
高
田
税
務
署
ま
で

番
号
を
押
す
と
解
説
が
流
れ
ま

す
．　
な
お
、
利
用
に
必
要
な
コ
ー

ド
表
は
役
場
2
階
窓
口
に
用
意

し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
． 025－223－2299

嵩

利用上の注意

○ご利用は、24時間できます。（日曜、祝日などの

　休日にもご利用できます。）

○一回の電話で最高5つまでの「コード番号」の

　解説を聞くことができます。また、同じ「コー

　ド番号」の解説を繰り返しお聞きになりたいと

　きは、もう一度同じ番号を指定してください。

○「ダイヤル式公衆電話」や「内線電話」からは、

　ご利用できない場合がありますので、ご了承く

　ださい。

○法令の改正等があったときは、特定の「コード

　番号」のサービスを中止することがあります。

○「コード番号」のはじめに「＊」があるものは、

　ファクシミリ専用コードです。それ以外の「コー

　ド番号」は、音声・ファクシミリどちらもご利

　用できます。

利　用　方法
コード表から知りたい「コード番号」を探します

　　（例）医療費を支払ったとき　1120

　タックスアンサーに電話をかけます。
（例）さいたま地域の場合　048－647－444

案内に従って操作します（押す、または回す）

　　　音声希望　　　　　　　　ファクシミリ希望　・

　　ダイヤル　O　　　　　　　　ダイヤル　1

＊ファクシミリ利用で、「番号が確認できません」と案内があったと

きは、アスタリスク（＊）又はシャープ（＃）を押してから「1」を押し

て（回して）ください。

コード番号の指定
（例）ダイヤル1120

コード番号の指定
（例）ダイヤル1120

音声回答 回答文
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越
後
田
舎
体
験
事
業
が

平
成
1
3
年
度
過
疎
地
域
自
立
活
性
化

　
　
　
　
　
　
　
優
良
事
例
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
総
務
大
臣
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た

　
東
頸
城
郡
の
6
町
村
で
取
り
組
む
越
後
田
舎
体
験
事
業
が
過
疎
地
域
自
立
活
性
化
優
良
事
例
と
し

て
総
務
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
に
好
評
だ
っ
た
民
泊
の
中
か
ら
、
生
徒
や
児
童
を
受
け
入
れ
た
体
験
談
と
あ
わ
せ
て

紹
介
し
ま
す

　
平
成
1
1
年
度
か
ら
東
頸
城
6
町
村
で
行
っ
て
い
る
「
体
験

教
育
旅
行
」
の
受
け
入
れ
も
今
年
で
3
年
目
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
体
験
旅
行
は
、
都
市
部
の
学
校
の
修
学
旅
行
や
林
問

学
校
で
利
用
さ
れ
て
い
て
、
ブ
ナ
林
の
散
策
な
ど
の
自
然
体

験
、
バ
ー
ド
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
や
ホ
タ
ル
観
察
な
ど
の
環
境
学

習
、
田
植
え
、
稲
刈
り
、
そ
ば
打
ち
な
ど
の
農
業
・
味
覚
体

験
、
川
遊
び
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
・
ア
ウ
ト
ド
ア
、
陶
芸
や
わ

ら
細
工
な
ど
の
伝
統
工
芸
と
い
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体
験
し

て
い
ま
す
．

　
参
加
者
数
は
、
平
成
1
1
年
度
か
ら
今
年
度
ま
で
で
約
4
5

0
0
名
．
宿
泊
、
体
験
に
よ
る
直
接
的
な
売
上
げ
の
他
に
、

飲
食
、
物
産
な
ど
に
も
大
き
な
経
済
効
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
皆
さ
ん
が
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
や
民
泊
交
流
を
通

じ
た
活
躍
で
、
都
市
部
の
子
ど
も
た
ち
が
疑
似
体
験
で
は
な

い
感
動
あ
ふ
れ
る
本
物
の
体
験
が
で
き
ま
し
た
．
子
ど
も
た

ち
の
感
動
と
喜
び
の
気
持
ち
が
便
り
や
冊
子
に
ま
と
め
ら
れ
、

学
校
か
ら
各
町
村
へ
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
東
頸
城
に
一
度
訪
れ
た
学
校
は
「
ま
た
来
年
も
」
と
い
う

と
こ
ろ
が
多
く
、
先
生
同
士
の
ロ
コ
ミ
で
他
の
学
校
へ
の
広

が
り
も
出
て
き
て
い
る
よ
う
で
、
営
業
活
動
を
行
っ
た
先
で

は
、
「
越
後
田
舎
体
験
」
の
知
名
度
の
高
ま
り
を
肌
で
感
じ
て

き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
自
ら
の
地
域
を
自
慢
で
き
る
「
体
験
」
を

通
じ
て
、
地
域
が
活
性
化
す
る
よ
う
に
、
多
く
の
体
験
旅
行

の
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
き
ま
す
．

　
越
後
田
舎
体
験
の
平
成

13

年
の
受
け
入
れ
団
体
数

は
、
2
3
団
体
。
（
2
5
1
9

人
）
1
4
年
は
、
1
月
現
在

で
2
8
団
体
（
2
8
0
0
人

程
）
ほ
ど
の
予
約
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
．
協
議
会

の
事
務
局
を
務
め
る
安
塚

町
の
小
林
健
吉
さ
ん
は
「
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
は
地
域

の
皆
さ
ん
で
す
．
人
の
温

か
さ
が
つ
た
わ
る
指
導
が
、

都
市
部
の
学
校
に
好
評
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。鰹

12
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巽圖募金隊琶海懸邊置る
　冒噛役避顕羅隣ます

　12月15日、70歳以上の一人暮らし

の方を対象にした一人暮らし高齢者

のつどいが、民生児童委員の皆さん

ほかの協力で行われました．

　当日は、松代活性化センターを会

場に健康チェックにはじまり、レク・

ダンス協会の体操や芝峠温泉の入浴

のあと、手作りの弁当と松月会の皆

さんの踊りを楽しんでいましした．

　午後からは郵便局の西條和夫さん

と中村清一さんの手品を、そして峠

出身で全国消費生活相談協会の鈴木

春代さんが、クーリングオフについ

て講話を行い、参加した人は真剣に

話しに聞きいっていました。

　町の一人暮らしの方は100人ほどで、

そのうち、この日は41人が参加しま
した。

　社会福祉協議会では、r皆さんから

寄せられた募金の一部をこうした活

動の資金にしています．大勢の方か

らの募金に

　　　　　松之山町高沢　寿恵さん

　浦田地区で豪雪の時に始まった豪雪塾の頃

から、山村留学などの民泊を早い段階から受

け入れてきたので、民泊は自分の子どもが帰っ

感謝します」

と話してい

ました。

てきたように子どもたちを自然に迎えられ、子どもたちからも元

気をもらっています。ある学校の子どもは、帰る時に内緒で部屋

に手紙を残していき、それを読んだ時は涙がでました．たった1

泊の子どもたちでも、会うのは楽しみで別れはつらいものですが、

一期一会を大切にしていきたいと思います。

．、灘擁雛灘霧

難

霧

　　の

　　　　　　大島村内山　好子さん

　旭地区で都会の子どもたちの民泊を初めて

10年目になります。最初は、何をしてあげた

ら喜ぶのだろう、何を食べたいのだろうと心

配でしたが、心配無用。子どもたちには畑の作物や咲いている花、

大きな部屋など、田舎の全てが感動でした．どんなことでも楽し

いようです。帰る時には「またくるね」と言って帰っていきます。

これからも自分が元気なかぎりは民泊を受け入れて、たくさんの

思い出を作りたいと思います。

醜
麟　，　熱　　　　　　　　牧村羽深　常郎さん
ゑ

蝋　　　鰯．灘　　　　今年から田舎体験の民泊受け入れを始めま
　　灘’講　　　したが、その中でとてもうれしいことがあり
　　　　華．頓
　　　　　　欝講．　ました．6月に泊まった中学生が帰るときに

　「夏休みに、遊びにきてもいいよ」と言って送り出したら、その

中の1人から「おじさん、夏休みに遊びに行ってもいい」と電話

．がきて、みんながプライベートで遊びにきてくれました．バーベ

キューをしたり、川遊びを延々4時間も楽しんでいきました。こ

れからも子どもたちとの交流を大切にしていきたいと思います。

　　　．『灘、　　　　　　　松代町佐藤　貞夫さん

　　繍謬翻　　　　今年初めて自分の家で民泊を受け入れまし
　　灘盤　　　　た。私は折り紙を教えているのですが、子ど

　　　盆　　’灘もたちがきた時に珍しい折り方を教えてあげ

ています。すると帰ってから子どもたちから「とてもいい体験が

できました．おじさんから教えてもらった折り紙は、学校の友達

や家族への自慢です．」と喜びの手紙や民泊をしたときに一緒に撮っ

た写真が送られてきました。お礼の手紙を読むと、涙が出るくら

いうれしいです。

簡篠蕊金羅9曇難一藷麹隷一聾莚雌翻ヒ

　総機灘講轡驚凝纏盤摺一に

　　　　　察纈篠擁糠

　簡易保険の資金が充てられている

松代町青少年研修センター松和荘（旧

松代中学校松和寮）の案内標示板が

松代中学校敷地内にできました．案

内板には、町の木として親しまれて

いるブナをヒントにした爪森の妖精”

が描かれています．現在は妖精もし

ばし雪の中。なお、松和荘の利用は

灘
　
嚢
　
　
難

随時受け付

けています。

問い合わせ

生涯学習課
（TEL72301）

　　　　　　安塚町外立軍一郎さん

　田舎体験の民泊受け入れを3年行っていま

す。ひとつ感じていることは中学生たちには

少し時問が足りないのではということです．

民泊の時間をしっかりと与えていただき、もっと子どもたちとの

交流をしたいと感じます．子どもたちとは、暑中見舞いや年賀状

を出し合っています．また、家族全員の寄せ書きを送ってくれる

子どもたちもいます．安塚の人間は情が薄いといわれないように、

これからも子どもたちと付き合っていきたいと思っています。

垂

羅
綴　
　
　
灘

13
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●
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●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
　
　
　
　
　
　
”
　
に
ま

　
　
騰

　
　
舳

　
　
O

松
代
ほ
く
ほ
く
観
音
除
幕
・
開
眼
供
養
祭

東
京
松
代
会
幹
事
長

若
　
井
　
謙
　
一

　
　
　
　
　
東
京
都
大
田
区

　
　
　
　
　
　
　
（
蓬
平
・
干
場
）

　
松
代
町
の
皆
様
、
会
員
の
皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
は
お
蔭
様
で
松
代
ほ
く
ほ
く
観
音
を
古
里
へ
寄
贈

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
以
下
は
私
の
リ
ポ
ー
ト
で
す
。

《
紅
葉
の
古
里
へ
》

　
十
一
月
四
目
、
ほ
く
ほ
く
線

の
車
内
は
東
京
松
代
会
の
諸
公

で
賑
わ
っ
た
．
は
や
る
心
を
押

さ
え
き
れ
ず
缶
ビ
ー
ル
で
祝
杯

し
気
分
は
高
揚
し
た
。
古
里
は

紅
葉
の
真
つ
盛
り
、
役
場
の
バ

ス
で
「
ほ
く
ほ
く
の
里
」
へ
直

行
．　
着
く
な
り
「
ワ
ァ
ー
す
ご
い
」
、

皆
が
叫
ん
だ
観
音
像
は
初
々
し

く
白
衣
に
身
を
包
囲
し
、
想
像

以
上
に
大
き
か
っ
た
。
息
が
止

ま
り
胸
が
高
鳴
っ
た
．

《
除
　
幕
》

　
松
代
町
役
場
柳
総
務
課
長
の

開
会
で
始
め
ら
れ
、
関
谷
町
長
、

石
野
議
長
、
松
寿
大
学
の
鈴
木

前
学
長
、
当
会
関
谷
最
高
顧
問

関
谷
顧
問
牧
田
相
談
役
が
厳

か
に
綱
を
引
く
と
そ
こ
に
は
、

穏
和
な
表
情
と
万
人
を
教
え
諭

す
気
品
の
高
い
観
音
像
が
お
姿

を
現
し
、
自
然
と
頭
が
下
が
り

合
掌
せ
ざ
る
に
は
お
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
．
参
列
者
八
十
名
駆

け
つ
け
た
町
民
多
数
「
ワ
ァ
ー

素
晴
ら
し
い
！
　
有
り
難
い
ネ
」

歓
喜
の
連
発
。

《
式
辞
》

　
東
京
松
代
会
武
田
会
長
は
、
「
創

立
十
周
年
に
際
し
、
一
千
名
の

会
員
が
古
里
へ
感
謝
の
気
持
ち

を
込
め
て
寄
贈
し
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
会
員
同
志
の
連
帯
が
強

ま
り
古
里
と
の
絆
が
一
層
深
ま

る
と
思
い
ま
す
．
こ
の
観
音
様

は
松
代
町
民
の
み
な
ら
ず
同
血

の
私
達
を
も
遍
く
済
度
し
て
く

だ
さ
る
と
信
じ
ま
す
」
と
挨
拶
。

　
こ
れ
に
対
し
関
谷
町
長
か
ら

丁
寧
な
答
礼
、
並
び
に
ご
挨
拶

を
い
た
だ
い
た
．

《
名
簿
奉
納
》

　
石
野
、
若
井
両
副
会
長
に
よ

る
寄
付
者
名
簿
の
奉
納
．
石
野

氏
が
一
ヶ
月
余
り
を
費
や
し
、

寄
付
者
全
員
の
名
前
を
桧
版
に

墨
書
し
、
漆
塗
り
に
て
施
し
、

手
作
り
の
箱
に
納
め
て
、
こ
れ

が
永
久
に
胎
蔵
さ
れ
る
の
だ
。

　
石
野
氏
の
ご
苦
労
に
た
だ
感

謝
あ
る
の
み
で
あ
る
。

《
開
眼
供
養
》

　
導
師
長
命
寺
様
、
少
林
寺
様
、

松
代
、
千
年
の
庵
主
様
に
よ
る

開
眼
供
養
に
移
る
．
峰
々
の
紅

葉
を
背
景
に
観
音
様
の
白
と
対

象
的
に
導
師
の
真
赤
な
大
傘
、

緋
の
衣
、
実
に
極
美
の
光
景
で

あ
っ
た
。

《
祝
賀
会
》

　
隣
の
体
育
館
二
階
に
て
祝
賀

会
を
催
す
。
天
候
は
す
っ
か
り

回
復
。
小
春
目
和
に
周
囲
の
紅

葉
が
映
え
る
、
会
場
に
紅
白
の

幕
が
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
、
正
面

に
は
「
松
代
ほ
く
ほ
く
観
音
」

の
大
看
板
が
掲
げ
ら
れ
る
．
役

場
の
皆
さ
ん
が
準
備
し
て
下
さ
つ

た
の
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
小
堺
副
会
長
が
開
会

挨
拶
、
続
い
て
地
元
の
石
野
議

長
、
美
濃
和
学
長
の
祝
辞
を
い

た
だ
く
．
学
長
い
わ
く
「
先
刻

の
豪
雨
は
観
音
様
入
魂
の
証
明

で
大
変
有
り
難
い
恵
み
の
雨
、

あ
の
雨
に
あ
た
っ
た
者
は
延
寿

命
必
定
」
と
．

　
祝
宴
は
和
気
藷
々
の
内
に
進

み
、
山
岸
副
会
長
が
祝
辞
を
述

べ
、
笠
原
副
会
長
の
中
締
め
と

な
る
。

　
最
後
に
高
橋
教
育
長
の
ご
発

声
で
「
東
京
松
代
会
万
歳
！
」

を
三
唱
し
て
閉
会
し
た
。

　
松
代
町
の
ご
厚
情
に
感
謝
し
、

皆
様
の
ご
多
幸
と
テ
ロ
の
な
い

平
和
な
社
会
を
祈
念
し
つ
つ
、

私
は
帰
路
に
つ
い
た
。
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松
代
の
自
然

キ
レ
ン
ジ
ャ
ク

　
初
冬
の
山
に
晩
生
の
キ
ノ
コ
で
あ
る
ユ
キ
フ

リ
ボ
ウ
ズ
（
ク
リ
タ
ケ
）
で
も
あ
れ
ば
幸
い
、

無
く
て
も
元
々
だ
、
体
慣
ら
し
に
…
と
登
っ

て
、
ブ
ナ
の
巨
木
の
並
ぶ
林
に
入
り
ま
す
と
、

頭
上
で
口
笛
の
よ
う
な
優
し
い
声
で
鳴
き
交
わ

す
小
鳥
の
一
群
が
あ
る
の
に
気
づ
き
、
見
上
げ

て
観
察
し
ま
す
と
、
そ
れ
は
キ
レ
ン
ジ
ャ
ク
の

群
れ
で
ヤ
ド
リ
ギ
の
実
を
つ
い
ば
ん
で
い
る
の

で
し
た
．

　
ヤ
ド
リ
ギ
は
こ
ち
ら
で
は
ホ
ヤ
と
呼
ん
で
親

し
ん
で
い
ま
す
が
、
高
い
木
の
梢
に
寄
生
す
る

の
で
、
な
か
な
か
手
に
取
っ
て
見
る
機
会
は
少

な
い
の
で
す
が
、
プ
ロ
ペ
ラ
の
よ
う
な
形
を
し

た
常
緑
を
し
た
も
の
で
、
淡
黄
色
の
ヤ
ド
リ
ギ

と
紅
色
の
ア
カ
ミ
ヤ
ド
リ
ギ
が
混
じ
り
合
っ
て

生
え
て
い
る
所
も
あ
り
ま
す
し
、
ホ
ザ
キ
ヤ
ド

リ
ギ
と
い
っ
て
落
葉
す
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
実
に
粘
質
を
含
ん
だ
糊
の
よ
う
な
液
に

包
ま
れ
た
種
子
が
入
っ
て
い
て
、
こ
れ
を
小
鳥

が
食
べ
、
そ
の
糞
が
木
の
枝
や
幹
に
付
着
し
て

発
芽
す
る
と
い
う
仕
掛
け
で
繁
殖
し
ま
す
。

　
キ
レ
ン
ジ
ャ
ク
た
ち
は
冬
鳥
と
し
て
北
の
国

か
ら
や
っ
て
き
て
は
、
こ
の
実
を
盛
ん
に
食
べ

て
移
動
す
る
の
で
高
い
嶺
の
樹
木
に
ヤ
ド
リ
ギ

が
多
く
見
ら
れ
る
の
で
す
．
で
す
か
ら
、
民
家

の
あ
る
低
い
所
に
は
め
っ
た
に
姿
を
現
さ
な
い

の
で
す
。
し
か
し
、
松
代
の
関
谷
八
郎
さ
ん
は

自
宅
の
庭
に
餌
場
を
し
つ
ら
え
て
小
鳥
を
誘
っ

て
は
観
察
と
撮
影
を
し
て
い
ま
す
。
た
ま
た
ま
、

昭
和
6
0
年
の
3
月
に
、
北
へ
帰
る
途
中
に
一
服

す
る
た
め
に
寄
っ
た
の
か
、
撮
影
に
成
功
し
た

よ
う
で
す
．

　
キ
レ
ン
ジ
ャ
ク
は
尾
の
先
端
が
黄
色
い
の
で
、

黄
連
雀
、
尾
の
先
端
が
紅
色
の
も
の
は
ヒ
レ
ン

ジ
ャ
ク
で
緋
連
雀
と
い
い
ま
す
が
、
ど
ち
ら
も

混
じ
っ
て
群
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　
こ
の
日
は
と
う
と
う
キ
ノ
コ
の
収
穫
は
皆
無

で
し
た
。
し
か
し
．
キ
レ
ン
ジ
ャ
ク
を
目
撃
す

る
こ
と
が
で
き
た
の
は
せ
め
て
も
の
儲
け
も
の

で
し
た
。
雪
が
近
い
あ
る
日
の
こ
と
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
　
高
橋
八
十
八
）

　　　東京惹より

《十周年記念祝賀会》

　1月20臼、浅草ビューホテル

で開催します．松代の舞踊団体・

松月会の次の出し物にご期待く

ださい。

　一、松代ごころ

　二、ぬくもり

　三、佐渡おけさ

　四、十目町小唄

《越後まつだい冬の陣》

　3月9目～10日、古里の雪の

祭典に参加し、観音様にお会い

しましよう．

　詳しくは、本誌に同封した案

内状をご覧のうえ、1月末目ま

でにお申し込みください．

宮
沢
静
峰
（
益
男
）
氏
（
松
代
地
区
下
山
）
が

　
　
　
　
　
　
　
　
紺
綬
褒
章
の
栄
に
輝
く

　
「
東
京
松
代
会
会
報
」
の
題
字

で
お
な
じ
み
の
書
家
、
宮
沢
静

峰
氏
は
鳩
ヶ
谷
市
に
そ
の
作
品

を
寄
贈
す
る
な
ど
社
会
に
大
き

な
貢
献
を
な
し
た
と
し
て
、
平

成
1
3
年
1
2
月
2
8
目
、
小
泉
内
閣

総
理
大
臣
よ
り
紺
綬
褒
章
を
授

与
さ
れ
ま
し
た
．

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
こ
の
作
品
は
埼
玉
高
速

（
地
下
鉄
南
北
線
）
鳩
ケ
谷
駅
の

多
目
的
ホ
ー
ル
に
飾
ら
れ
ま
す
。

嚢
灘
難
灘
鱗
難
懸

遡
　
　
顛
灘
昏

購
．
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堰
球
環
境
米
米
7
オ
ー
ヲ
ム
で
の

　
　
　
　
ホ
ス
ト
ワ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集

　
今
年
、
十
日
町
地
域
広
域
6
市
町
村
を
会
場
に
「
地
球
環
境

米
米
フ
ォ
ー
ラ
ム
i
n
越
後
妻
有
」
と
い
う
、
大
き
な
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
稲
作
文
化
の
根

底
に
あ
る
「
と
も
に
生
き
る
」
と
い
う
精
神
性
を
世
界
に
発
信

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
地
球
環
境
平
和
財
団
と
地
元
実
行
委
員

会
が
主
催
し
て
行
う
も
の
で
、
各
国
の
大
使
館
関
係
の
人
を
招

い
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
実
行
委
員
会
で
は
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
必
要
と
な
る
外
国
の

大
使
館
関
係
者
の
宿
泊
（
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
）
を
受
け
入
れ
て
い

た
だ
け
る
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
、
あ
わ
せ
て
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
を
募
集
し
ま
す
。

　
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
高
円

宮
憲
仁
殿
下
の
提
唱
に
よ
っ
て

は
じ
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
稲
作
農
業
の
根
底
と
な
る
「
と

も
に
生
き
る
」
を
体
験
し
て
も

ら
う
た
め
、
日
本
に
在
住
す
る

世
界
約
7
0
力
国
の
大
使
館
関
係

者
か
ら
こ
の
圏
域
に
来
て
い
た

だ
き
、
地
元
の
方
々
と
一
緒
に

田
植
え
、
稲
刈
り
の
体
験
を
し

な
が
ら
国
際
交
流
を
深
め
る
と

と
も
に
、
自
然
環
境
に
恵
ま
れ

た
こ
の
土
地
で
生
ま
れ
た
、
日

本
一
美
味
し
い
コ
シ
ヒ
カ
リ
を

世
界
に
発
信
し
て
い
こ
う
と
い

う
も
の
で
す
．

　
地
球
環
境
米
米
フ
ォ
ー
ラ
ム

は
、
第
1
回
目
が
1
9
9
9
年

に
石
川
県
輪
島
市
の
千
枚
田
を

会
場
に
開
催
さ
れ
、
2
0
0
0

年
に
は
北
海
道
深
川
市
の
大
ほ

場
で
第
2
回
目
が
、
昨
年
は
滋

賀
県
の
北
び
わ
こ
地
域
で
第
3

回
目
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
．

　
第
4
回
目
と
な
る
今
年
は
、

越
後
妻
有
地
域
を
舞
台
に
「
豪

雪
の
中
で
生
ま
れ
た
日
本
一
お

い
し
い
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
を
テ
ー

マ
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
．
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蔦
　　纏醐翻糊巻灘羅鍵勲螂
　　　8月《会揚1棄京鎌　　　　i麟灘灘籔臼懸讐騒鱗鍛雛

蕪
蝋
灘
蒸

　．霧簿
瞭｝琳糖鞭、
舞鱗雛繊墾

』　灘撫1藤藷騨
…き灘嚢懸灘
苺灘難、
磯
、“葦讐箋難羅蕪懸鞭一難誰

曝翻臨灘藁肋
　　　9周鮒圖態難）盤田1麟

　審叢團聾太趨が翻期㊧を体験

　鞍．収穫を憲献諜霧

馨
　　田纏溌コ鑑ステ煮鑓海

　　　5月制8㈹～擁2臼㈱

　ミオンなかさと付近の圃場で
　約擁，⑳◎駄が田植えをしまず

鎖纏赫轍膿
　　　鞭月羅寒場：東禁強

　
地
球
環
境
米
米
フ
ォ
ー
ラ
ム

は
7
0
力
国
の
在
日
大
使
館
関
係

者
が
越
後
妻
有
に
訪
問
し
、
各

家
庭
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
な

が
ら
、
春
の
田
植
え
と
秋
の
稲

刈
り
を
地
元
の
皆
さ
ん
と
協
働

で
行
い
、
越
後
妻
有
の
生
活
文

化
や
稲
づ
く
り
を
体
験
し
て

い
た
だ
く
も
の
で
す
。
こ
の

イ
ベ
ン
ト
を
成
功
さ
せ
る
た

め
に
事
務
局
で
は
、
大
使
館

関
係
者
を
受
け
入
れ
て
い
た

だ
け
る
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

と
交
流
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

た
だ
く
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

〈
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
〉

・
1
軒
の
家
に
ー
カ
国
づ
つ

宿
泊
し
ま
す
。
人
数
は
2

名
程
度
で
す
．

・
春
と
秋
は
同
じ
国
の
人
が

宿
泊
し
ま
す
．

・
事
前
に
宿
泊
す
る
国
の
情

　
の
方
々
と
共
に
行
動
し
て
い
た

　
だ
き
ま
す
。

●
要
件
　
十
日
町
地
域
6
市
町

村
に
お
住
ま
い
の
方
。

●
申
込
み
先
　
役
場
企
画
振
興

課
窓
ロ

●
締
切
り
　
2
月
2
0
日
㈱

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　集　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　睾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蓉　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア　　　　　　　　　　　　　　　　　潔　　　　　　　　　　　　　　　　鋳　　　　　　　　　　　　　　　ン　　　　　　　　　　　　　ラ　　　　　　　　　　　　ボ　　　　　　　　　　　訳　　　　　　　　　　通　　　　　　　　　叢　　　　　　　　攣　　　　　　　魏　　　　　箋　　　　馨　　　フ　　繕　ス藤

報
は
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
受
入

国
は
事
務
局
側
で
調
整
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
．

・
各
国
の
外
交
官
は
英
語
が
話

せ
ま
す
。

・
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
春
秋

と
も
2
日
間
、
大
使
館
関
係
者

（
予
定
国
数
は
十
日
町
2
0
力

国
、
町
村
1
0
ヶ
国
程
度
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
）

〈
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
〉

・
交
通
実
費
等
を
支
給
し
ま
す
。

●
要
件
　
日
常
英
会
話
の
で

き
る
方

●
申
込
み
先
　
十
日
町
地
域

広
域
事
務
組
合
企
画
振
興
一
課

（
電
話
0
2
5
7
－
5
7
－
2

6
3
7
）

●
締
切
り
　
2
月
2
0
日
㈱

　
詳
細
に
つ
い
て
は
十
日
町
地

　
域
広
域
事
務
組
合
ま
た
は
各

　
市
町
村
企
画
担
当
窓
ロ
に
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。
せ
っ
か
く

の
生
き
た
国
際
交
流
の
機
会
で

す
。
国
際
交
流
に
関
心
の
あ
る

方
や
中
高
生
の
お
子
さ
ん
の
い

る
ご
家
庭
な
ど
皆
様
か
ら
の
積

極
的
な
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
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登H場

　
相
澤
政
喜
さ
ん
は
、
今
回
、

平
成
1
3
年
度
農
事
功
績
表
彰
で
、

緑
白
綬
有
功
章
を
授
章
し
た
も

の
で
す
．

　
相
澤
さ
ん
は
、
野
菜
と
稲
作

を
組
み
合
わ
せ
た
経
営
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
昭
和
3
9
年

か
ら
葉
タ
バ
コ
を
は
じ
め
、
多

い
と
き
は
に
は
7
0
岬
書
ほ
ど
の
面

積
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
葉

タ
バ
コ
の
共
同
育
苗
を
は
じ
め

た
と
き
に
、
9
診
ほ
ど
の
育
苗

を
手
が
け
、
改
良
マ
ル
チ
栽
培

を
い
ち
早
く
取
り
入
れ
ま
し
た
。

緑
自
綬
有
功
章
を
授
章

　
相
澤
政
喜
さ
ん
（
太
平
糀
や
・
6
5
歳
）
が
平
成
1
3
年
度
農

事
功
績
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
表
彰
は
、
農
業
改
良
の
実
行
に
功
績
顕
著
で
、
地
域
農
業

の
発
展
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
人
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
、
相
澤

政
喜
さ
ん
は
新
潟
県
の
推
薦
に
よ
り
全
国
表
彰
を
受
け
た
も

の
で
す
。

　
授
章
式
は
、
1
1
月
2
2
日
、
東
京
都
内
で
、
社
団
法
人
大
日

本
農
会
総
裁
の
桂
宮
宣
仁
親
王
殿
下
が
ご
臨
席
し
、
行
わ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
肥
育
牛
を
多
い
と
き
に

12

頭
を
育
て
て
い
ま
し
た
。
そ

の
後
、
昭
和
5
6
年
か
ら
夏
秋
ナ

ス
が
当
地
域
に
適
す
る
の
で
は

な
い
か
と
試
作
を
は
じ
め
ま
し

た
。
そ
の
中
で
、
連
作
か
ら
生

じ
る
土
壌
病
の
対
策
と
し
て
抵

抗
性
台
木
を
導
入
し
、
産
地
化

を
す
す
め
ま
し
た
。
ま
た
、
自

ら
、
平
成
4
年
に
は
ー
ヶ
月
ほ

ど
高
知
県
で
研
修
を
受
け
、
先

進
技
術
の
習
得
に
励
み
、
産
地

と
し
て
技
術
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

に
貢
献
し
ま
し
た
。

　
昭
和
6
0
年
に
長
男
の
相
澤
栄

一
さ
ん
が
農
業
大
学
校
、
そ
し

て
、
種
苗
の
タ
キ
イ
を
経
て
就

農
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
機
会
に

2
階
建
て
育
苗
ハ
ウ
ス
を
導
入

し
、
二
人
で
本
格
的
に
野
菜
の

苗
づ
く
り
を
は
じ
め
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
当
地
域
の
ナ
ス
接

木
苗
や
し
し
と
う
苗
の
生
産
を

引
き
受
け
て
き
ま
し
た
。
平
成

6
年
に
は
、
栄
一
さ
ん
に
経
営

を
譲
り
、
夫
人
の
キ
ミ
コ
さ
ん

と
サ
ポ
ー
ト
役
に
徹
し
て
い
ま

す
．

　
経
営
理
念
を
相
澤
さ
ん
に
尋

ね
る
と
「
無
理
な
く
、
無
駄
な

く
、
楽
し
み
な
が
ら
を
モ
ッ
ト
ー

に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
．

　
現
在
、
相
澤
さ
ん
は
平
成
7

年
か
ら
加
工
施
設
を
作
り
、
味

噌
の
受
託
製
造
を
は
じ
め
ま
し

た
。
屋
号
の
“
糀
屋
”
が
示
す

よ
う
に
、
古
く
か
ら
自
家
製
糀

を
手
が
け
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

現
在
、
漬
け
物
も
好
評
で
す
．

ま
た
、
平
成
8
年
に
は
青
空
市

と
し
て
の
直
売
所
を
設
け
て
き

ま
し
た
．
集
落
の
誰
で
も
参
加

で
き
る
野
菜
の
直
売
所
の
企
画

や
出
荷
す
る
野
菜
の
中
心
的
な

役
割
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。

農
家
の
高
齢
化
や
兼
業
が
す
す

む
中
で
集
落
の
活
性
化
に
も
一

役
買
っ
て
い
る
ほ
か
、
顔
の
見

え
る
農
産
物
は
年
々
ロ
コ
ミ
で

求
め
る
人
が
増
え
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
．

【
相
澤
政
喜
氏
の
主
な
職
歴
と

褒
賞
】
昭
和
4
1
年
～
4
4
年
・
平

成
2
年
～
5
年
松
代
町
農
業
委

員
／
昭
和
5
9
年
松
代
町
農
業
賞

受
賞
／
平
成
元
年
1
1
月
新
潟
県

優
良
園
芸
経
営
の
部
受
賞
／
平

成
4
年
日
本
農
業
賞
新
潟
県
代

表
（
個
人
の
部
）
受
賞
／
平
成

7
年
～
1
2
年
普
及
協
力
委
員
／

平
成
9
年
～
1
2
年
新
潟
県
地
域

興
し
マ
イ
ス
タ
ー
／
平
成
1
0
年

J
A
十
日
町
農
協
賞
／
昭
和
6
3

年
か
ら
現
在
新
潟
県
指
導
農
業

士
と
し
て
活
躍
中

写
真
は
、
相
澤
政
喜
さ
ん
と
孫

の
相
澤
一
樹
君
（
松
代
小
5
年
）

一
樹
君
が
手
に
す
る
の
が
勲
章

で
す
。
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し
ぶ
み
俳
句
会

秋
深
し
杖
を
頼
り
の
散
歩
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

頭
に
も
霰
を
乗
せ
て
露
天
湯
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
茶

眠
り
た
る
山
の
一
つ
に
出
城
跡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

来
年
は
休
む
と
決
め
し
冬
田
か

な
　
　
　
　
　
　
　
淡
水

子
等
配
る
学
校
田
の
元
気
餅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
子

貯
め
置
き
し
豆
幹
も
く
べ
落
葉

焚
き
　
　
　
　
　
　
枯
水

肩
蒲
団
は
な
せ
ぬ
年
に
い
つ
の

ま
に
　
　
　
　
　
　
ひ
ろ
し

敗
荷
の
夢
く
だ
け
た
る
如
く
立

つ
　
　
　
　
　
　
　
公
　
鳴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
》

　
短
　
　
歌

チ
ャ
ン
ネ
ル
は
い
づ
こ
も
新
宮

誕
生
の
慶
び
に
湧
く
師
走
一
日

　
　
　
　
　
　
　
柳
　
　
こ
め

ま
た
し
て
も
村
を
離
る
る
家
に

来
て
仏
壇
閉
扉
の
経
を
調
す
な

り
　
　
　
　
　
本
山
祖
道

夜
明
け
前
音
な
く
降
り
出
す
初

雪
の
家
並
み
照
ら
す
赤
き
街
灯

　
　
　
　
　
　
　
笠
原
　
ト
ミ

山
も
み
じ
真
紅
の
暗
さ
帯
び
た

れ
ば
西
陽
に
透
き
て
今
し
華
や

ぐ雪
降
り
て
明
る
く
な
り
し
庭
の

木
々
一
変
し
た
る
静
け
さ
に
立

つ
　
　
　
　
　
野
石
　
　
念

加
賀
の
鳶
の
い
な
せ
な
動
き
に

観
衆
は
雪
空
の
中
拍
手
は
止
ま

ず
金
沢
市
小
林
淡
水

　
　
　
　
　
　
5
ま

　
蒲
生
句
会

呼
び
合
え
る
位
置
に
二
本
の
冬

桜
　
　
　
　
　
　
　
耕
山

雪
国
の
定
め
囲
い
の
縄
を
絢
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
朴
　
雪

雷
一
喝
阿
鼻
叫
喚
の
夜
の
霰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
　
日

短
日
の
立
て
付
け
重
き
板
戸
か

な
　
　
　
　
　
　
　
鐵
堂

屋
根
に
雪
の
せ
て
客
な
き
バ
ス

来
た
る
　
　
　
　
　
耕
　
人

蓮
根
掘
り
農
の
す
べ
て
を
仕
舞

い
け
り
　
　
　
　
　
折
　
人

軒
下
に
縄
簾
編
み
芋
茎
干
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
路

短
日
や
灯
を
と
も
し
待
つ
下
校

バ
ス
　
　
　
　
　
　
翔
　
山

鳴
振
舞
の
辛
子
和
こ
そ
恋
し
け

れ
　
　
　
　
　
　
　
龍
峰

人ロの動き

　男　　2，113人　　（一3人）

　女2，206人（一8人）
　計4，319人（一11人）
世帯数　1，477世帯（一1世帯）

　出生　1人　　死亡　7人
　転入　1人　　転出　6人
　　　　（13年12月末目現在）

編集室
　雪の中、生徒がスキーの練習をしている姿
には、心打たれるものがあります。自分にも
ああいう一生懸命なときがあったなア（？）。
40歳を超えると、お腹の出た身体でスキーは
ちょっと？……Qやはり、冬、気になるもの
は天気です。たまに、青空が灰色の雲の中か
らのぞくと、本当にホッとします。ましてや、
朝から陽がさすと、それだけで1日がツイテ
イルような気分です。
　近所の人との挨拶も「おはよう」の前に、
「今日はイイ天気ですネ」、と先に天気が話題
1こなります。
　そう、話題。今年もたくさんの住民の皆さ
んから広報に登場していただきたいと思いま
す。お世話になります。

◆
■
一
号
◆
圭
7
◆
‘
寺
◆
・
一
毒
◆
ゑ
一
マ
◆
・
・
号
◆
・
一
等
◆
・
亀
7
◆
皇
7
◆
≦
7
◆
・
一
一
一
亨
◆
皇
7
◆
皇
7
◆
・
・
号
◆
・
一
一
一
マ
◆
・
一
辱
◆
・
色
7
◆
・
一
摯
◆
三
一
7
◆
ム
一
＝
・
◆
三
一
一
．
◆
皇
一
．
◆
・
垂
．
◆
・
一
毒
．
◆
・
畠
…
．
◆
・
一
毒
．
◆
・
一
『
…
．
◆
三
一
一
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◆
・
一
毒
．
◆
・
も
．
◆
皇
一
．
◆
・
曇
．
◆
・
一
…
．
◆
‘
一
一
一
一
．
◆
、
も
．
◆
、
一
毒
．
◆
皇
一
．
◆
，
喜
．
◆
．
一
一
一
冒
．
◆
‘
…
．
◆
，
色
一
．
◆
．
一
善
．
◆
．
．
毒
．
◆
．
三
一
一
．
◆
，
．
昌
一
一
．
◆
・
も
．
◆
，
．
一
＝
一
．
◆
．
、
一
…
．
◆
．
．
一
一
一
一
．
◆
，
、
一
一
一
一
．
◆
，
．
毒
．
◆
．
．
…
．
◆
．
．
…
．
◆
．
．
一
一
一
一
．
◆
．
．
毒
．

　あなたの介護の悩みに、同様の

経験と専門知識をもった相談員が

親身になってお応えします．

　目々の介護で疲れたり、困った

ことがあったらどうぞご相談くだ
さい。

電話はフリーダイヤル

　　0120－070－608

FAX　O120－502－588いずれも無料

受付期間　月曜～金曜の10時～15

時（FAXは24時問受け付けていま
す）

問い合わせ　介護支え合いネット

ワーク　〒103－0023中央区日本橋

本町12－1－7

あ麓σ二圭脅
　　　　㊥◎麟邑琶

松代町社会福祉協議雲
　　　　受付分

　　　　　　蔓敬称絡・受織順》

颪條翻炎纏群粒溝一　　籔，纏⑳⑳円

若幽福寿　　　　　　　　　　　　蟹鎌，⑳⑧③網

奴奈捕嶺学横　　　　　窪，騰欝岡

松代i中麟校盤徒螢　　　＄，籔棚岡

鑑地事学穣　　　　　　鍵，鎖藝網

松代小蝉糠　　　　　難，＄報円

松織寓楼盤徒会　　　籔，麗⑧岡

雛翻法撮新潟票笈饗憩◎，纏麟藪岡

日
圏
⇔
團
回

　
　
（
1
2
月
1
日
～
1
2
月
3
1
日
）

幸
せ
多
い
人
生
を
（
婚
姻
）

関
谷
　
浩
行
・
高
橋
真
由
美
さ
ん

　
　
　
　
（
菅
刈
・
ど
う
の
わ
き
）

元
気
な
良
い
子
に
（
出
生
）

　
　
　
ひ
か
る

柳
　
　
光
ノ
・
正
之
・
綾
乃
さ
ん

　
　
（
千
年
・
女
の
子
・
に
し
ち
）

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
（
死
亡
）

若
井
　
嘉
厚
さ
ん
　
　
　
鴇
歳

　
　
　
　
（
池
尻
・
ま
さ
え
ん
）

山
本
　
昇
治
さ
ん
　
　
　
飢
歳

　
　
　
　
（
犬
伏
・
い
り
お
き
）

若
井
　
ア
ツ
さ
ん
　
　
　
7
7
歳

　
　
　
　
　
（
蓬
平
・
き
へ
い
）

柳
　
　
子
ン
さ
ん
　
　
　
9
3
歳

　
　
　
　
　
（
千
年
・
か
へ
い
）

横
尾
　
サ
ヨ
さ
ん
　
　
　
8
5
歳

　
　
　
　
　
（
峠
・
ま
つ
も
と
）

山
賀
シ
ヅ
イ
さ
ん
　
　
　
6
5
歳

　
　
　
　
（
松
代
・
ま
す
だ
や
）

高
橋
　
卯
吉
さ
ん
　
　
　
　
84
歳

　
　
　
　
（
田
澤
・
ま
ん
ぞ
う
）

佐
藤
　
盛
義
さ
ん
　
　
　
　
91
歳

　
　
（
室
野
・
い
ち
ろ
う
え
ん
）
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町の行事予定（12・1月）

ll（月）

大寒

22（火）

23（水）

24休）

25（金） 心配ごと相談（デイザービスC）9＝00～（担当：宮澤）

鎚㈱

第16回上石巌杯争奪クロスカントリースキー大会

　　　　　　　　　　　　　（松代グランド）

28（月）

29（火）

30（水）

31休）

急／囲
心配ごと相談（デイザービスC）9二〇〇～（担当：柳）

鍵欝
世田谷いずみ学級雪遊びツアー

（世田谷区教育委員会主催事業　2月2日～4日）

こども将棋教室（総合センター）9二30～10二30

4（月） 立春

5（火）

6（水）

7休） 風しん予防接種（総合センター）13＝30～14二〇〇

8（金） 心配ごと相談（デイザービスC）9100～（担当＝村山）

鱗鐵』
第3回早稲田大学雪堀りボランティア
（学生ボランティアセンター主催　2月9日～14日）

1・萎1・iii…iiiiiiii……撚

建国記念日

12（火）

13（水）

14休） 信越学童スキー大会

15（金） 心配ごと相談（デイザービスC）9二〇〇～（担当二齋藤）

総繊

町将棋大会（総合センター）9100～15：00

18（月）

19（火）

20（水）

お知蓼琶

旱稲田大学

　　　　　　　　動鷹玩磯捧
　町では、雪堀りボランティアに訪れる学生を受け入れる民

泊（ホームスティ）に協力していただける家庭を募集してい
ます．

日時　2月9日仕）16時～2月10日（日）9時の1泊

申し込み・問い合わせは企画振興課まで

一　　∠■ σ 置　昌

馴馴臨鴫糠奪
職　　種　精神保健福祉施設　エンゼル妻有の福祉施設長

定　　員　1人
受験資格　①平成14年4月1日現在において満57歳から62歳

　　　　の人②精神保健福祉に5年以上従事した経験を有す

　　　　るかまたは同等以上の能力を有し、施設を適切に
　　　　管理運営する能力がある人．③自動車運転普通免

　　　　許を持ち、広域6市町村在住で通勤可能な人。
給与・勤務　年収約300万円

条　　件

勤務場所
採用試験日

試験内容

申し込み

満64歳の年度末まで採用．

精神保健福祉施設　エンゼル妻有

平成14年2月17日（日）、合格発表は2月中旬

面接試験

2月13日伽までに所定の申込書類にて申し込む．

なお、12日の消印有効

書類の請求と問い合わせ

　　　　社会福祉法人妻有福祉会　養護老人ホーム妻有荘
　　　　　　　　（丁肌0258－58－2050・FAXO257－58－2861）

　　　　　　　　　　　　　　〒949－8525十日町市幸町

園 駿蜜

職種運転士・施設技師
人　　員　若干名

職務内容　①運転士　駅営業係として出改札等の業務従事後

　　　　運転免許を取得し、運転士として普通電車に乗務．

　　　　②施設技師　工務区において軌道・施設の保守業

　　　　務等に従事。

募集受付期間　2月4目（月）～2月27日㈱

採用日運転士7月1目
　　　　施設技師　9月1日
その他　応募方法等詳細については、北越急行総務課にお

　　　　問い合わせください。

問い合わせ　北越急行総務課

　　　　　　（丁肌0257－70－2820・FAXO257－70－2825）
なお、要項は役場企画振興課窓口でもご覧になれます。
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竈覇一合年もガ＝〃1地ぞ！一

泌
イ㎜

　

　
昨
年
の
三
条
市
で
行
わ
れ
た
県
大
会
で
3
位
に
な
っ
た
皆
さ
ん
。
左

か
ら
柳
鮎
美
さ
ん
、
富
澤
え
み
さ
ん
、
市
川
美
樹
さ
ん
で
す
。

　
大
会
は
全
国
中
学
生
空
手
道
選
手
権
大
会
を
兼
ね
た
も
の
で
、
同
点

決
勝
で
惜
し
く
も
3
位
で
し
た
。
指
導
に
あ
た
る
相
沢
勇
さ
ん
は
、
「
全

中
は
す
ぐ
そ
こ
で
す
。
今
後
も
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

固鰯翻醐匿匿卜後藤鹿子さん・がんばってねソルトレイク5輪お

嚢

　
　
轟
欝

爾

　讐
驚

　
ソ
ル
ト
レ
イ
ク
シ
テ
ィ
ー
五
輪
ま
で
2
8
日
と
な
り
ま
す
。

今
回
は
、
松
代
高
校
卒
業
生
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
を
決

め
た
後
藤
鹿
子
さ
ん
を
お
と
ず
れ
ま
し
た
。

　
後
藤
さ
ん
は
、
1
2
月
2
9
日
～

1
月
1
0
日
ま
で
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
の
大
会
に
出
場
の
た
め
イ
タ

リ
ア
ヘ
。
夏
は
ロ
ー
ラ
ー
ス
キ
ー

や
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
そ
し
て
筋
カ

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
主
に
積
ん
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
走
り
こ
み

に
は
、
多
い
と
き
に
2
時
間
半

ほ
ど
時
間
を
さ
い
て
き
ま
し
た
。

調
子
の
方
は
、
1
2
月
槍
日
の
ワ
ー

ル
ド
カ
ツ
プ
で
は
自
己
ベ
ス
ト

の
1
8
位
。
決
勝
進
出
こ
そ
逃
し

た
も
の
の
、
「
体
調
は
、
昨
年
の

と
き
よ
り
も
い
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。
現
在
、
オ
リ
ン
ピ
ツ

ク
に
標
準
を
あ
わ
せ
て
調
整
中

で
す
。

　
後
藤
さ
ん
か
ら
若
い
人
た
ち

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
「
競
技
に

は
、
努
力
や
素
質
、
そ
し
て
忍

耐
力
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
出

来
、
不
出
来
よ
り
も
大
切
な
の

は
、
人
が
見
て
い
る
と
こ
ろ
で

の
練
習
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

普
段
の
人
が
見
て
い
な
い
と
一
」

ろ
で
の
練
習
で
は
な
い
か
な
と

思
い
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

専
修
大
学
を
卒
業
後
、
リ
ク
ル
ー

ト
か
ら
ス
ペ
ー
ス
デ
ザ
イ
ン
、

そ
し
て
、
2
年
前
か
ら
故
郷
新

潟
の
福
田
組
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

に
励
む
後
藤
さ
ん
は
「
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
出
場
は
、
4
年
に
一
度

し
か
な
い
チ
ャ
ン
ス
。
自
分
の

力
を
十
二
分
に
発
揮
し
た
い
」

と
力
強
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
母
校
松
代
高
校
ス
キ
ー

部
に
「
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
リ
レ
ー

で
は
優
勝
し
て
も
ら
い
た
い
で

す
ね
。
最
低
で
も
入
賞
し
て
ほ

し
い
。
ガ
ン
バ
ッ
テ
！
」
と
エ
ー

ル
を
贈
っ
て
い
ま
し
た
。

後
藤
さ
ん
も

が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

応
援
し
て
い
ま
す
。

．
～
・

亀
：
■

甲㌧（

10

褻
バ’、

　）菰
；ご

『、
　　’

※
写
真
は
欧
州
遠
征
の
際
に
写

し
た
も
の
で
す
。
中
央
の
写
真
、

前
列
右
が
後
藤
さ
ん
で
す
。
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障
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一
轟
柚
一
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甫
並
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嚇
申
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■
凝
邸
噛
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首
弁
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舗
お
讃
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■
』
”
罐
⑲
1
一
㎝
8
聾
諦
乖
冊
愚
露
製
首
弁
潮
汁
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弁
ω
N
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畔
誉
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O
N
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N
⑲
O
　
閏
＞
×
O
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①
・
（
刈
）
N
ω
O
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